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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

AI-OCR機能の実装

酒井辰則

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

AI-OCR製品は数多く販売されているが、クラウド利用

が前提であったり、継続的な学習の可否、カスタマイズ
による機能拡張性、AIを適用する範囲など、製品に

よって特徴が様々なため、利用者側で想定する全要件
を満たす製品を選定するのは難しい。

製品の選定にあたっては、必ず必要な機能を持つ製
品の中から選ぶ必要があり、選択肢が限られてしまう。

昨今AI技術の発展により、ChatGPT・Copilotなどに

指示を出すことで、ノーコード・ローコード開発が可
能となってきている現状がある。
そこで本修了制作では、過去に経験したAI-OCR導

入プロジェクトで、製品の選択肢を狭める要因とな
ったいくつかの要件（特に帳票識別機能）について
、自作でどこまで実装が可能か検証を行った。


